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特集 世界から北の大地が注目される

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
関
す
る
地
域
住
民
懇

話
会
』
（
市
・
北
海
道
共
催
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
懇
話
会
で
は
、
外
務
省
が
サ
ミ
ッ

ト
に
向
け
た
準
備
状
況
に
つ
い
て
、
北
海

道
警
察
が
サ
ミ
ッ
ト
開
催
期
間
中
の
交
通

規
制
な
ど
に
つ
い
て
、
室
蘭
海
上
保
安
部

が
海
上
警
備
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し

ま
し
た
。

北
海
道
警
察
か
ら
は
、
高
速
道
路
の
一

部
で
一
時
的
な
交
通
規
制
が
予
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
国
道
や
公
共
交
通
機
関
の
利

用
を
呼
び
掛
け
た
ほ
か
、
洞
爺
湖
周
辺
な

ど
へ
の
自
動
車
の
乗
り
入
れ
自
粛
や
車
両

検
問
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

な
お
、
住
民
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す

る
た
め
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
交
通
規
制
の
情

報
提
供
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

し
た
。

こ
の
活
動
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、

例
年
よ
り
も
花
壇
の
面
積
を
大
き
く
し
て

い
ま
す
。

し
た
環
境
カ
レ
ン
ダ
ー
の
パ
ネ
ル
展
示
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
方
は
、
「
こ
れ
は
ど
こ
で
撮
っ

た
写
真
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
所
が
あ
る
ん
だ
」

と
興
味
深
そ
う
に
環
境
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど

を
見
て
い
ま
し
た
。

５
月

日
火
～
６
月

日
土
、
鷲
別
公

２０

２８

民
館
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
、
登
別
温
泉
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
『
遊
鬼
』
、
市
民
会
館
で
、

ゆ
う

き

市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た
環
境

に
関
す
る
標
語
と
、
登
別
市
環
境
保
全
市

民
会
議
が
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
作
製

環環
境
標
語
・
環
境
カ
レ
ン
ダ

環
境
標
語
・
環
境
カ
レ
ン
ダ
ーー

パ
ネ
ル

パ
ネ
ル
展展

サ
ミ
ッ
ト
に
関
連
し
た
市
内
の
取
り
組
み

富富
士
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ボ
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テ

富
士
建
設
㈱
災
防
協
ボ
ラ
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テ
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ア
部
会
に
よ
る
植
栽
・
清
掃
活

ア
部
会
に
よ
る
植
栽
・
清
掃
活
動動

５
月

日
金
、
富
士
建
設
㈱

３０

前
の
国
道

号
沿
道
で
、
同
社

３６

災
防
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
に

よ
る
花
の
植
栽
や
清
掃
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者

人
は
、
約
１
㌔
㍍

５３

の
区
間
を
２
時
間
ほ
ど
か
け
、

空
き
缶
な
ど
の
ご
み
を
拾
っ
た

ほ
か
、
２
千
株
の
花
を
植
え
ま

不不
法
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ポ
イ
捨
て
・
ペ

不
法
投
棄
・
ポ
イ
捨
て
・
ペ
ッッ

ト
の
ふ
ん
の
放
置
防
止
の
啓

ト
の
ふ
ん
の
放
置
防
止
の
啓
発発

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
にに

関
す
る
地
域
住
民
懇
話

関
す
る
地
域
住
民
懇
話
会会

６
月
９
日
月
、
市
民
会
館
で
『
北
海
道

６
月

日
火
～

日
木
の
３
日
間
、
大

１０

１２

型
店
な
ど
で
、
不
法
投
棄
・
ポ
イ
捨
て
・

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
の
放
置
防
止
街
頭
啓
発
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

街
頭
啓
発
で
は
、
市
や
登
別
市
衛
生
団

体
連
合
会
、
室
蘭
警
察
署
が
、
買
い
物
客

に
「
き
れ
い
な
ま
ち
登
別
に
協
力
を
」
と

呼
び
掛
け
、
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し

た
。


